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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１つのランプに結合された高周波数バスを有する共振回路と、
高周波数バスに結合された制御回路と、
共振回路に対する波形入力を発生させる第１及び第２のゲート駆動回路を有するインバー
タ回路と、
安定器に結合された力率補正（ＰＦＣ）回路に電圧を供給するバイアス電圧源と、
スイッチによって第２のゲート駆動回路に結合されると共に、スタートアップ中にＰＦＣ
回路により充電される第１のコンデンサを有するスタートアップ回路と、
を備えるランプ安定器であって、
前記スタートアップ回路が、
正端子に接続された陽極及び第１のノードに接続された陰極を有するダイオードと、
第１のノード及び第２のノードに接続された前記第１のコンデンサと、
コンデンサと並列に接続された第１の抵抗器と、
第１のノードに対してかつスイッチに対して接続された第２の抵抗器と、
を備え、
前記第２のノードは負端子に対してかつ接地に対して結合されており、かつ
該スタートアップ回路はゲート駆動回路を始動させるようにスイッチを介してパルスを送
っており、
第１のコンデンサが所定のしきい値電圧に到達したときに第２のゲート駆動回路がオンに
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なり、これによりスイッチに対して第２のゲート駆動回路にパルスを送らせている、ラン
プ安定器。
【請求項２】
前記インバータ回路は少なくとも１つのランプに対して、スタートアップのグローフェー
ズ中には最大パワーを、またスタートアップの点弧フェーズへの遷移中には所定のこれよ
り低レベルのパワーを伝達する、請求項１に記載の安定器。
【請求項３】
前記第２のゲート駆動回路はスイッチを介してパルスを受け取った時点でＯＮ状態となる
、請求項１に記載の安定器。
【請求項４】
第１のゲート駆動回路内の第１のゲート駆動コンデンサと並列に接続された第１の抵抗器
であって、第２のゲート駆動回路がＯＮ状態の間に第１のゲート駆動コンデンサからの電
流をシャントしている第１の抵抗器をさらに含む請求項２に記載の安定器。
【請求項５】
前記第１のゲート駆動コンデンサは第２のゲート駆動回路内の第２のゲート駆動コンデン
サと比べてより低速度で充電しており、これによって第１のゲート駆動コンデンサがその
最大電圧に到達するまで第１のゲート駆動回路をＯＦＦ状態に維持させている、請求項４
に記載の安定器。
【請求項６】
第１のゲート駆動コンデンサがその最大電圧に到達したときに前記第１のゲート駆動はＯ
Ｎになりかつ前記第２のゲート駆動回路はＯＦＦになる、請求項５に記載の安定器。
【請求項７】
第１のゲート駆動回路内の１次巻き線と、第２のゲート駆動回路内の２次巻き線と、共振
回路内の３次巻き線と、を有する第１の変成器をさらに備える請求項１に記載の安定器。
【請求項８】
第１のゲート駆動回路内の１次巻き線と、第２のゲート駆動回路内の２次巻き線と、制御
回路内の３次巻き線と、を有する第２の変成器をさらに備える請求項７に記載の安定器。
【請求項９】
前記制御回路はさらに、最初にＯＦＦ状態にあるゲートと、電流を導通させるダイオード
クランプと、を備えており、これによりスタートアップのグローフェーズ中に少なくとも
１つのランプに最大電流を提供している、請求項８に記載の安定器。
【請求項１０】
前記制御回路はさらに、ゲートに結合されたツェナーダイオードのツェナー電圧を超える
まで充電するコンデンサであって、該ツェナー電圧点においてゲートはオンになると共に
第２の変成器の３次巻き線がクランプされ、これによりスタートアップの点弧フェーズへ
の遷移中の少なくとも１つのランプに対するパワーを低減させているコンデンサを備える
、請求項９に記載の安定器。
【請求項１１】
蛍光ランプ安定器向けのスタートアップシステムであって、
第１及び第２のゲート駆動回路、並びにバイアス電圧源を有する電圧型インバータ回路と
、
インバータ回路に対してかつ少なくとも１つの蛍光ランプに対して結合された共振回路と
、
インバータ回路及び共振回路に結合された制御回路と、
バイアス電圧源がＰＦＣ回路を通してスタートアップ回路に電圧を供給するときに充電さ
れる第１のコンデンサを伴ったインバータ回路に対して実配線されたスタートアップ回路
と、
を備え、
前記スタートアップ回路が、
正端子に接続された陽極及び第１のノードに接続された陰極を有するダイオードと、
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第１のノード及び第２のノードに接続された前記第１のコンデンサと、
コンデンサと並列に接続された第１の抵抗器と、
第１のノードに対してかつスイッチに対して接続された第２の抵抗器と、
を備え、
前記第２のノードは負端子に対してかつ接地に対して結合されており、かつ
該スタートアップ回路はゲート駆動回路を始動させるようにスイッチを介してパルスを送
っている、
スタートアップシステム。
【請求項１２】
前記スタートアップ回路は、第１のコンデンサが所定の電圧レベルに到達したときに第２
のゲート駆動回路にパルスを供給する、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
前記制御回路は共振回路に対して、ランプがスタートアップのグローフェーズにあるとき
は最大パワーを供給し、かつ少なくとも１つの蛍光ランプがスタートアップの点弧フェー
ズに遷移するときはこれより小さい量のパワーを供給するようにインバータ出力パワーを
調節している、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
前記第１のコンデンサは力率補正回路を通してバイアス電圧源からパワーがこれに供給さ
れたときに充電されており、かつ該スタートアップ回路は該第１のコンデンサが所定のし
きい値電圧に到達したときにパルスを送っている、請求項１乃至１０のいずれかに記載の
安定器。
【請求項１５】
前記第１のコンデンサは力率補正回路を通してバイアス電圧源からパワーがこれに供給さ
れたときに充電されており、かつ該スタートアップ回路は該第１のコンデンサが所定のし
きい値電圧に到達したときにパルスを送っている、請求項１１乃至１３のいずれかに記載
のシステム。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、電子式安定器を目的とする。この安定器は、蛍光ランプと連係して特に用途
が見出されており、具体的にこれに関連して説明することにする。
【背景技術】
【０００２】
　安定器は、電気式ランプなどの負荷にパワーを提供しかつ負荷に提供される電流を調節
するために使用される電気デバイスである。この安定器は、点弧を維持し成長させるため
に十分なプラズマ（蒸気）を電離させることによってランプを始動させるための高電圧を
提供している。点弧が確立された後、安定器はランプに適正な制御された電流を提供する
ことによってランプ動作の継続を可能にしている。
【０００３】
　典型的には、電源からの交流（ＡＣ）電圧を整流し適当に条件付けした後、インバータ
によってＤＣ電圧をＡＣに変換している。このインバータは典型的には、駆動ゲート制御
回路によって「ＯＮ」または「ＯＦＦ」になるように制御を受けるＭＯＳＦＥＴなど直列
接続の１対のスイッチを含む。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許出願第２００３０９０２１７（Ａ１）号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　従来の電圧供給式設計ではそのインバータはグローから点弧への遷移の間にランプに加
えられるパワーをブーストしておらず、このためその遷移が希望するものと比べてより低
速である。さらに、ランプのサイズ及び／または長さが異なるとランプの電流要件が異な
り、これにより従来のインバータに対してはランプ端子に提供されるパワー量の制限が要
求されることになる。
【０００６】
　以下では上で言及した問題その他を克服した新規の方法及び装置について検討する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一態様のランプ安定器は、少なくとも１つのランプに結合された高周波数バスを有する
共振回路と、高周波数バスに結合された制御回路と、共振回路に対する波形入力を発生さ
せる第１及び第２のゲート駆動回路を有するインバータ回路と、を備える。本安定器はさ
らに、安定器に結合された力率補正（ＰＦＣ）回路に電圧を供給するバイアス電圧源と、
スイッチによって第２のゲート駆動回路に結合されると共に、スタートアップ中にＰＦＣ
回路により充電される第１のコンデンサを有するスタートアップ回路と、を備える。第１
のコンデンサが所定のしきい値電圧に到達したときに第２のゲート駆動回路がオンになり
、これがスイッチに対して第２のゲート駆動回路にパルスを送らせる。
【０００８】
　別の態様の蛍光ランプ安定器向けのスタートアップシステムは、第１及び第２のゲート
駆動回路を有する電圧型（ｖｏｌｔａｇｅ－ｆｅｄ）インバータ回路と、バイアス電圧源
と、インバータ回路に対して及び少なくとも１つの蛍光ランプに対して結合させた共振回
路と、を備える。スタートアップシステムはさらに、インバータ回路及び共振回路に結合
させた制御回路と、インバータ回路に対して第１のコンデンサによって実配線されたスタ
ートアップ回路であって、該第１のコンデンサはバイアス電圧源がＰＦＣ回路を介して該
スタートアップ回路に電圧を供給するときに充電されているスタートアップ回路と、を備
える。
【０００９】
　さらに別の態様のスタートアップ回路は、正端子に接続された陽極及び第１のノードに
接続された陰極を有するダイオードと、第１のノード及び第２のノードに接続されたコン
デンサと、該コンデンサと並列に接続された第１の抵抗器と、第１のノードに対して及び
スイッチに対して接続された第２の抵抗器と、を備える。第２のノードは負端子に対して
並びに接地に対して結合されており、かつスタートアップ回路はスイッチを介してゲート
駆動回路を始動するためのパルスを送っている。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】スタートアップ時のグローフェーズ中に１つまたは複数のランプに対するパワー
を増大させ、次いでスタートアップの点弧フェーズ中はパワーを低下させるために電圧型
インバータを利用する安定器回路を表した図である。
【図２】インバータ回路に結合された制御回路を表した図である。
【図３】インバータ回路に結合された制御回路を表した図である。
【図４】電圧型インバータトポロジーを用いて蛍光ランプのグローから点弧への遷移の促
進を容易にしているスタートアップ回路を表した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１を参照すると、電圧型インバータを利用してスタートアップ時のグローフェーズ中
に１つまたは複数のランプに対するパワーを増大させ、次いでスタートアップの点弧フェ
ーズ中はパワーを低下させている安定器回路６を表している。安定器回路６は、インバー
タ回路８、共振回路または共振網１０、及びクランプ回路１２を含む。インバータ８に対
しては、正の電圧端子１６から並びに接地または共通端子２０に接続された共通導体１８
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から続く電圧導体１４を介してＤＣ電圧が供給される。高周波数バス２２は、以下でより
詳細に記載するような共振回路１０によって生成される。さらに高周波数バス２２は「＋
Ｂ」のラベルを付けたノードに接続されており、一方このノードは制御器回路１０８に接
続されている（これについては以下でさらに詳細に記載することにする）。第１、第２、
．．．、第ｎのランプ２４、２６、．．．、２８は第１、第２、．．．、第ｎの安定器コ
ンデンサ３０、３２、．．．、３４を介して高周波数バスに結合させている。したがって
あるランプが除去された場合も、これ以外のランプの動作は継続される。高周波数バス２
２に対しては任意の数のランプを接続させることが可能であることが企図される。例えば
各ランプ２４、２６、．．．、２８は、対応する安定器コンデンサ３０、３２、．．．、
３４を介して高周波数バス２２に結合されている。各ランプ２４、２６、．．．、２８に
対するパワーは、それぞれのランプコネクタ３６、３８を介して供給される。ランプコネ
クタ３８はそれぞれの阻止用コンデンサ３９に対してペアにして接続される。
【００１２】
　インバータ８は、共振回路１０を励起するために導体１４と１８の間に接続された類似
の上側及び下側のすなわち第１及び第２のスイッチ４０及び４２（例えば、２つのｎ－チ
ャンネルＭＯＳＦＥＴデバイス（図参照））を含む。別法として、２つのｐ－チャンネル
ＭＯＳＦＥＴが構成されることがある。第１のスイッチ４０と並列に抵抗器４１が接続さ
れている。高周波数バス２２はインバータ８及び共振回路１０によって生成されると共に
、共振インダクタ４４並びに第１、第２及び第３のコンデンサ４６、４８、５０と等価値
を含む等価共振キャパシタンスと、さらにＤＣ電流がランプ２４、２６、．．．、２８を
通って流れるのを防止する安定器コンデンサ３０、３２、．．．、３４と、を含む。安定
器コンデンサ３０、３２、．．．、３４は主に、安定化用コンデンサとして使用される。
【００１３】
　スイッチ４０及び４２は、共振回路１０を励起するために共通または第１のノード５２
の位置に方形波を協働して提供する。ゲートまたは制御ライン５４及び５６はスイッチ４
０及び４２から続いている。各制御ライン５４、５６はそれぞれの抵抗６０、６２を含む
。
【００１４】
　引き続き図１を参照すると、第１及び第２のスイッチ４０及び４２のそれぞれには、全
体を６４、６６で表した第１及び第２のゲート駆動回路が接続されており、これらは共振
インダクタ４４に相互に結合された２次巻き線となった第１及び第２の駆動インダクタ６
８、７０を含んでおり、これにより駆動インダクタ６８、７０内に共振回路１０内の電流
の瞬時変化率に比例する電圧を誘導している。第１及び第２の２次インダクタ７２、７４
は、それぞれの第１及び第２の駆動インダクタ６８、７０並びにゲート制御ライン５４及
び５６と直列に接続されている。
【００１５】
　ゲート駆動回路６４、６６はそれぞれ上側及び下側スイッチ４０及び４２の動作を制御
するために使用される。さらに詳細にはゲート駆動回路６４、６６は、サイクルの第１の
半分では上側スイッチ４０を「ＯＦＦ」に維持し、かつサイクルの第１の半分では下側ス
イッチ４２を「ＯＦＦ」に維持する。ノード５２の位置に方形波が生成され、これを使用
して共振回路１０が励起される。第１及び第２の双方向電圧クランプ７６、７８は２次イ
ンダクタ７２、７４のそれぞれに並列に接続されており、これらはそれぞれ１対のバック
ツーバックのツェナーダイオードを含む。双方向電圧クランプ７６、７８は、ゲート対ソ
ース電圧の正及び負への偏り（ｅｘｃｕｒｓｉｏｎ）をバックツーバックのツェナーダイ
オードの電圧定格により決定されるそれぞれの制限値にクランプさせる役割をする。各双
方向電圧クランプ７６、７８はそれぞれの第１または第２の２次インダクタ７２、７４と
協働し、ランプの点火時における共振回路１０両端の電圧の基本波周波数成分と共振イン
ダクタ４４内のＡＣ電流の間の位相角をゼロに近づけている。
【００１６】
　共通ノード５２と共通導体１８の間に接続されたコンデンサ８５は、Ｄ－Ｓ端子がゼロ
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ボルトのときにスイッチ４０及び４２をオンやオフに切り替えられるようにするためのス
ナバ（ｓｎｕｂｂｅｒ）コンデンサの役割をする。上側及び下側コンデンサ９０、９２は
それぞれの第１及び第２の２次相互結合インダクタ７２、７４と直列に接続されている。
始動過程中に、コンデンサ９２は電圧端子１６から充電される一方、抵抗器９４はコンデ
ンサ９０が充電されないようにするためにコンデンサ９０をシャントしている。これによ
って、スイッチ４０及び４２が最初に同時にＯＮになることが防止される。コンデンサ９
２の両端の電圧は最初はゼロであり、また始動過程中では、コンデンサ９２を充電するた
めの時定数がかなり長いため直列接続したインダクタ７０及び７４が本質的に短絡回路の
役割をする。コンデンサ９２がスイッチ４２のゲート対ソース電圧のしきい値電圧（例え
ば、２～３ボルト）まで充電されると、スイッチ４２がＯＮになり、このためにスイッチ
４２を流れるバイアス電流が小さくなる。生じた電流によって共通ドレインのＡ級増幅器
構成におけるスイッチ４２がバイアスされる。これによって十分な利得の増幅器が得られ
、共振回路１０とゲート制御回路６６が組み合わされて、コンデンサ９２及びインダクタ
７４を含む網の共振周波数に近い振動になるまでインバータを始動させるような再生作用
を生成することができる。発生させた周波数は、インバータ８が共振網１０の共振周波数
を超えて動作可能となるように共振回路１０の共振周波数を超えている。これにより、共
通ノード５２の位置で発生する電圧の基本波を遅延させた共振電流が生成され、これによ
りインバータ８はランプの点火前にソフト切替モードで動作することが可能となる。した
がってインバータ８は、線形モードで動作が始まり、Ｄ級切替モードに遷移する。次いで
、共振回路１０を通り電流が積み上がるに連れて、高周波数バス２２の電圧が上昇してラ
ンプが点火される一方、ソフト切替モードが維持されて、点火を経てランプの導通の点弧
モードに至る。
【００１７】
　安定器回路６の定常状態動作の間に、方形波である共通ノード５２の位置の電圧は、正
端子１６の電圧の概ね半分である。コンデンサ９２上にかつて存在していたバイアス電圧
は減少する。この動作周波数は、コンデンサ９２及びインダクタ７４を含む第１の網９６
とコンデンサ９０及びインダクタ７２を含む第２の網９８とが等価的に誘導性となるよう
な周波数である。すなわち、動作周波数は同一の第１及び第２の網９６、９８の共振周波
数を超えている。このため、共通ノード５２の位置に発生する電圧の基本波周波数を遅ら
せるための電流をインダクタ４４中に流すことを可能にするようなゲート回路の適正な位
相シフトが得られる。したがって、定常状態動作中においてインバータ８のソフト切替が
維持される。
【００１８】
　引き続き図１を参照すると、インバータ８の出力電圧は、ランプ２４、２６、．．．、
２８を始動するために発生させる高電圧を制限するためにクランプ回路１２の直列接続の
クランプ用ダイオード１００、１０２によってクランプされている。クランプ回路１２は
さらに、第２及び第３のコンデンサ４８、５０を含んでおり、これらは本質的に互いに並
列に接続されている。各クランプ用ダイオード１００、１０２は対応する第２または第３
のコンデンサ４８、５０の両端に接続されている。各ランプ２４、２６、．．．、２８の
インピーダンスは非常に高いインピーダンスに見えるため、ランプの始動前はランプの各
回路は開放状態にある。共振回路１０はコンデンサ４６、４８、５０及び共振インダクタ
４４から成っており、近共振で駆動されている。共通ノード５２の位置の出力電圧が上昇
すると、クランプ用ダイオード１００、１０２はクランプを始め、第２及び第３のコンデ
ンサ４８、５０の両端の電圧の符号が変化することを防止すると共に、インバータ８の構
成要素を過熱させないような値に出力電圧を制限する。ランプが点火すると、インピーダ
ンスは急速に低下する。ここにおいてコンデンサ３０、３２、．．．、３４及び３９は共
振回路の追加の構成要素になる。ランプの点弧抵抗は共振回路に加えられる。バス２２の
位置の電圧はこれに従って低下する。クランプ用ダイオード１００、１０２は第２及び第
３のコンデンサ４８、５０のクランプを切断し、安定器６は定常状態動作に入る。この共
振はコンデンサ３０、３２、．．．、３４、４６、４８、５０及び共振インダクタ４４に
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よって指令される。コンデンサ３９は、その値がコンデンサ３０、３２、．．．、３４よ
りかなり高い値に選択されているため共振回路に対する寄与は小さい。
【００１９】
　上述した方式により、インバータ８はスイッチ４０、４２に関するソフト切替条件を維
持しながら高周波数バス２２を提供する。高周波数バスに点火を可能にするような十分な
電圧が存在するため、インバータ８は単一のランプを残りのランプが点いているときに始
動させることが可能である。
【００２０】
　回路６はさらに、バイアス電圧源１０６に結合させた力率補正（ＰＦＣ）回路１０４を
含む。バイアス電源１０６はＰＦＣ回路１０４をオンにし、コンデンサ１７４に対する充
電用電圧を上昇させ（図４に関連して以下で説明する）、次いでインバータ８をオンにさ
せるパルスをインバータ８の下側スイッチ４２に送っている。
【００２１】
　図２及び３を参照すると、インバータ回路８には３次回路１０８が結合させている。よ
り具体的には、第１及び第２の２次インダクタ７２、７４に対して３次巻き線またはイン
ダクタ１１０を相互結合させており、また回路１０８はノード＋Ｂを介して安定器回路６
に実配線されている。さらに図１～３は接地とすることが可能なノード「－Ｂ」を含む。
この実施形態ではその第１及び第２の双方向電圧クランプ７６、７８が任意選択で省略さ
れる。３次インダクタ１１０に対しては、第１及び第２のツェナーダイオード１１４、１
１６を含む補助すなわち第３の電圧クランプ１１２が並列に接続されている。３次インダ
クタ１１０が第１及び第２の２次インダクタ７２、７４に相互結合されているため、補助
電圧クランプ１１２は第１及び第２のゲート回路６４、６６を同時にクランプさせる。
【００２２】
　電圧クランプ１１２のツェナーダイオード１１４、１１６の値が異なると、ランプ２４
、２６、．．．、２８に提供される電流さらにはパワーを安定器６によって変化させる際
に有用である。瞬時始動安定器では、ランプ動作の初期モードはグローである。グローモ
ードでは、ランプ電極間の電圧が高い（例えば、３００Ｖである）。ランプを流れる電流
は継続電流と比べて低い（例えば、１８０ｍＡではなく４０または５０ｍＡ）のが一般的
である。電極は熱くなって熱イオンになる。電極が熱イオンになると、電極は電子をプラ
ズマにして放出しランプが点火される。
【００２３】
　例えばランプ２４、２６、．．．、２８の点火の間に、より大きなグローパワーを可能
とさせるように３次巻き線１１０のクランプ電圧が上昇する。ランプが始動し終わった後
、定格の定常状態電流の流れを可能にするようにこの電圧をフォールドバックさせること
ができる。この機能は制御器１２０を介して実現することができる。
【００２４】
　より具体的には点火の前に、ＭＯＳＦＥＴなどのスイッチ１２４を「ＯＦＦ」状態にさ
せるようにコンデンサ１２２を放電させる。インバータ８が発振を始めると、全波ブリッ
ジ整流器に結合しているライン１２６及び１２８を介してコンデンサ１２２が充電される
。３次巻き線１１０は、ＭＯＳＦＥＴ１２４のドレイン及びソースに結合された直列接続
の第１及び第２のツェナーダイオード１１４、１１６によってクランプされる。コンデン
サ１２２がＭＯＳＦＥＴ１２４のしきい値電圧まで充電されると、ＭＯＳＦＥＴ１２４が
ＯＮになり、これによりＭＯＳＦＥＴ１２４のドレインとソースの端子間に接続された第
２のツェナーダイオード１１６から出る電流がシャントされると共に、制御回路による調
節が開始される。コンデンサ１２２が抵抗器１４０と直列に接続されているため、コンデ
ンサがＭＯＳＦＥＴ１２４のしきい値電圧まで充電されるのには時間がかかる。ＭＯＳＦ
ＥＴ１２４のゲートとソースには抵抗器１４２が接続されている。ＭＯＳＦＥＴ１２４の
ゲート並びに出力ライン１２６には第３のツェナーダイオード１４４が接続されている。
抵抗器１４０及びコンデンサ１２２には抵抗器１４８が並列に接続されている。したがっ
て、３次巻き線１１０の電圧クランプが高いほどランプ２４、２６、．．．、２８が始動
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するまでにそれだけ多くグローパワーを達成することが可能である。回路１０８はさらに
、ダイオード１５０と、第４のツェナーダイオード１５２と、抵抗器１５４と、ノード＋
Ｂ（例えば、安定器回路６の高周波数バス２２の接合点）に接続されたコンデンサ１５６
と、を含む。
【００２５】
　ある時間（例えば約０．５～約１．０秒）の後に、ＭＯＳＦＥＴ１２４はＯＮになり、
これにより３次巻き線１１０をより低い電圧でクランプさせる。これによってそれだけ低
い定常状態ランプパワーを実現することができる。したがって、クランプ電圧の切替（例
えば、ツェナーダイオード１１４、１１６を介した３次巻き線１１０の電圧クランプの切
替）は、グロー段階においてランプ２４、２６、．．．、２８に加えられるパワーを増大
させる一方、このパワーをフォールドバックさせてランプ２４、２６、．．．、２８の通
常の所定パワーレベル下での動作をランプ２４、２６、．．．、２８に可能とさせている
。
【００２６】
　図４は、図１で説明した電圧型インバータトポロジーを用いて蛍光ランプのグローから
点弧への遷移の強化を容易にするスタートアップ回路１７０を表している。スタートアッ
プ回路はインバータに対して、グローフェーズの間にランプに最大パワーを伝達させ、次
いでランプが点弧モードに遷移したときにこれを所望のパワーレベルまでフォールドバッ
クさせることができる。スタートアップ回路は、多種多様なランプタイプ（例えば、Ｆ２
８、Ｆ３０、Ｆ３２、その他）用のインバータ出力を調整する。
【００２７】
　スタートアップ回路１７０は、正のノード（ｃｐ＋）とコンデンサ１７４、抵抗器１７
６及び抵抗器１７８のそれぞれとに結合させたダイオード１７２を備える。抵抗器１７８
のもう一方の端は図１の第２のゲート駆動回路６６に繋がったスイッチ「ｓ」に結合され
ている。コンデンサ１７４及び抵抗器１７６のもう一方の端は負端子（ｃｐ－）に結合さ
れている。バイアス電源１０６（図１）がＰＦＣ回路１０４（図１）をオンにさせるとコ
ンデンサ１７４に対する電圧が上昇し、これがコンデンサ１７４を充電させると共に、イ
ンバータ８（図１）の下側スイッチ４２に対してインバータ８をオンにさせるようなパル
スを送っている。ＤＣバス１４がその最終の値に到達できることによって、スタートアッ
プ回路１７０は多種多様なランプに関するグローから点弧への遷移速度の上昇を容易にし
ている。
【００２８】
　一例では、副次巻き線１１０を負荷接続することによってランプに対する出力パワーが
調節される。全波ブリッジ整流器１３０は巻き線１１０からの電圧を整流し、ツェナーダ
イオード１１４及び１１６並びにＭＯＳＦＥＴ１２４を介して変成器を負荷接続している
。スタートアップの間はＭＯＳＦＥＴ１２４がＯＦＦであり、これによりツェナーダイオ
ード１１４及び１１６を導通させると共に、ランプが完全に点弧モードに遷移する前にイ
ンバータ８はランプに最大パワーを伝達することが可能である。コンデンサ１２２は、ツ
ェナーダイオード１４４のツェナー電圧を超えるまでコンデンサ１５６、抵抗器１５４、
抵抗器１４８、ダイオード１５０及びツェナーダイオード１５２を介して充電される。Ｍ
ＯＳＦＥＴ１２４のしきい値を超えると、ＭＯＳＦＥＴ１２４がＯＮになり、ツェナーダ
イオード１１６をシャントさせることによって副次巻き線１１０をクランプし、これによ
りランプに伝達されるパワーが減少する。ＭＯＳＦＥＴ１２４をオンにするのに要する時
間は、インバータ８を高パワー状態でどれだけ長く動作させるかによって決まり、ランプ
をグローから点弧へ確実に遷移させるように例えば概ね５００ｍｓに設定することが可能
である。したがって電圧型インバータは、ランプがグローから点弧へ遷移する間は電流型
インバータに似た方式で動作させることが可能である一方、図１で説明した電圧型トポロ
ジーに関連する効率、波高因子（ｃｒｅｓｔ　ｆａｃｔｏｒ）及びより高い動作周波数と
いう利点を提供することができる。
【００２９】
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　上述した例は例証を目的で提供したものであること、並びに本件の新案はここで提示し
た特定の値や値の範囲に限定するものではないことを理解すべきである。それどころか、
本件の新案では適当な任意の値や値の範囲を利用できる、さもなければ含み得ることは当
業者であれば理解されよう。
【００３０】
　本発明について好ましい実施形態に関連して記載してきた。以上の詳細な説明を読みか
つ理解した者にとっては修正形態や変更形態を実施できることは明らかであろう。本発明
はこうした修正形態や変更形態のすべてを含むように解釈されるように意図している。
【符号の説明】
【００３１】
　６　安定器回路
　８　インバータ回路
　１０　共振回路
　１２　クランプ回路
　１４　電圧導体
　１６　正の電圧端子
　２０　共通端子
　２２　高周波数バス
　２４　ランプ
　２６　ランプ
　２８　ランプ
　３０　安定器コンデンサ
　３２　安定器コンデンサ
　３４　安定器コンデンサ
　３６　ランプコネクタ
　３８　ランプコネクタ
　３９　阻止用コンデンサ
　４０　スイッチ
　４２　スイッチ
　４４　共振インダクタ
　４６　コンデンサ
　４８　コンデンサ
　５０　コンデンサ
　５２　共通ノード
　５４　制御ライン
　５６　制御ライン
　６０　抵抗
　６２　抵抗
　６４　ゲート駆動回路
　６６　ゲート駆動回路
　６８　駆動インダクタ
　７０　駆動インダクタ
　７２　２次インダクタ
　７４　２次インダクタ
　７６　双方向電圧クランプ
　７８　双方向電圧クランプ
　８５　コンデンサ
　９０　コンデンサ
　９２　コンデンサ
　１００　クランプ用ダイオード
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　１０２　クランプ用ダイオード
　１０４　力率補正（ＰＦＣ）回路
　１０６　バイアス電圧源
　１０８　制御器回路
　１１０　３次インダクタ
　１１２　電圧クランプ
　１１４　ツェナーダイオード
　１１６　ツェナーダイオード
　１２０　制御器
　１２２　コンデンサ
　１２４　ＭＯＳＦＥＴ、スイッチ
　１２６　結合ライン
　１２８　結合ライン
　１３０　全波ブリッジ整流器
　１４０　抵抗器
　１４４　ツェナーダイオード
　１４８　抵抗器
　１５０　ダイオード
　１５２　ツェナーダイオード
　１５４　抵抗器
　１５６　コンデンサ
　１７０　スタートアップ回路
　１７４　コンデンサ
　１７６　抵抗器
　１７８　抵抗器
【図１】

【図２】

【図３】
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